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はじめに
地域医療科学教育研究センター長　小田康友

　令和４（2022）年度は、COVID-19 感染症パンデミックによる３年間の著しい活動の制限
を経て、ポストコロナ時代へと移行しました。コロナ禍の教訓を生かすべく、各大学では教
育の見直しが行われました。
　本学が、令和２年度大学改革推進等補助金「感染症医療人材養成事業」で展開したのは、
卒前感染症教育の強化と、卒後の感染症専門医の計画的育成・配置に加えて、地域医療従事
者の、総合的診療能力の向上と、医療・保健・行政の連携能力でした。
　それに続き、令和４年度には琉球大学との連携で文科省補助事業「ポストコロナ時代の医
療人材養成拠点形成事業」に採択され、「島医者・山医者・里医者育成プロジェクト（ER型
救急・総合診療に対応できる医師育成）」を展開することになりました。これは、コロナ禍
の教訓をふまえ、卒前教育を医学生の総合的診療能力の向上に資するものとして実質化する
ことを目指したものです。
　現代の医学教育は、卒前教育２年間と卒後研修２年間を通して、「将来専門とする分野に
かかわらず、医学及び医療の果たすべき社会的役割を認識しつつ、一般的な診療において頻
繁に関わる負傷又は疾病に適切に対応できるよう、基本的な診療能力を身に付けることので
きるものでなければならない。」（「医師法第 16 条の２第１項に規定する臨床研修に関する省
令」平成十四年　厚生労働省）とされてはいますが、実態としては高度専門診療の実習・研
修に重みがあり、「一般的な診療において頻繁に関わる負傷又は疾病に適切に対応できるよ
う、基本的な診療能力を身に付けること」は十分とは言えません。
　そこで本事業では、島・山・里という地域医療フィールドを正面に据え、総合診療から初
期救急を幅広くカバーする能力の養成を目指したカリキュラムモデルを導入しようとしてい
ます。令和５年度入学生からの新カリキュラムは、これを強く反映したものとなっています。
　当センターは、このような教育改革において大学を牽引する役割を有し、教育をデザイン
する医学教育開発部門と、その成果を検証する教育 IR 室（数理解析部門）が協同していき
ます。また令和５年度より、医学教育開発部門に山下駿特任准教授が就任します。臨床実習
の向上と初期研修へのシームレスな移行へと力を発揮してくれることを期待しています。
　みなさまのご支援とご指導を心よりお願い申し上げます。
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